
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

  
 
 
 
 

  

 

  

会
長 

 
 

北
爪 

一
郎 

副
会
長 

 

前
原 

良
男 

 
 
 

（
自
治
会
連
合
会
長
） 

 
 
 
 
 

深
澤 

勇
一 

 
 
 

（
自
治
会
連
合
会
副
会
長
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ふ
れ
あ
い
交
流
部
会 

 

部
会
長 

大
崎 

博
之 

副
部
会
長 
杉
山 

直
一 

 

行
事 

 

一
、
第
７
回
み
や
ぎ
い
い
も
ん
祭

り
開
催 

 

二
、
宮
城
地
区
軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
共
催 

自
然
環
境
交
流
部
会 

 

部
会
長 

井
上 

憲
明 

副
部
会
長 

宮
田 

光
子 

 
 
 
 
 

根
本 

武 

 

行
事 

一
、
荒
砥
川
自
然
満
喫
会
開
催 

 

二
、
年
三
回
荒
砥
川
美
化
運
動 

福
祉
交
流
部
会 

 

部
会
長 

杉
下 

健
樹 

 
 
 
 
 
 

（
地
区
社
協
会
長
） 

 

   

副
部
会
長 

宮
田
紘
子 

 

行
事 

一
、 

各
町
福
祉
交
流
サ
ロ
ン
開
催
）

（
活
動
支
援
・
用
具
購
入
・
貸

出
） 

二
、 

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動 

三
、 

ふ
れ
あ
い
町
づ
く
り
研
修
会

開
催
（
社
協
支
所
共
催
） 

全
体
行
事 

一
、
地
域
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
参
加 

二
、
の
び
ゆ
く
子
供
の
集
い
参
加 

三
、
宮
城
地
区
納
涼
祭
参
加 

四
、
地
域
づ
く
り
交
流
会
地
区
内
報

告
会
開
催 

広
報
委
員
会 

委
員
長 
上
野 

実 

 

委
員 
大
崎 

博
之 

 
 
 
 

渋
沢 
康
之 

 
 
 
 

樺
沢 

安
之 

 
 
 
 

東
宮 

秀
樹 

 
 
 
 

阿
久
澤
孝
子 

一
、
年
四
回
広
報
誌
発
行 

二
、
各
町
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
普
及
活
動 

三
、
ビ
デ
オ
「
み
や
ぎ
の
四
季
」
活
用 
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みやぎ地域づくり交流会 

 

事務局 

宮城公民館内 

平
成
26
年
度
事
業
ス
タ
ー
ト 

新
年
度
が
始
ま
り
、
地
域
づ
く
り
事
業
も
新
体
制
で
３
部
会
が
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
部
会
の
役
員
と
今
年
度
事
業
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す 
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来
る
６
月
22
日
（
日
）
に
地
域
づ
く

り
交
流
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
午
前
中
に
「
地
域
づ
く
り

と
は
・
・
」
を
テ
ー
マ
に
原
点
に
立

ち
返
っ
た
討
論
会
を
実
施
致
し
ま
す
。

午
後
は
、
災
害
、
福
祉
、
地
域
の
歴

史
文
化
、
世
代
間
交
流
、
地
域
づ
く

り
組
織
運
営
、
自
然
環
境
等
の
６
つ

の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
み
や
ぎ
地
域
づ
く
り

交
流
会
で
は
各
地
区
と
一
緒
に
活
動

パ
ネ
ル
の
展
示
を
し
ま
す
。
今
回
の

フ
ェ
ス
タ
は
地
域
づ
く
り
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
そ
の
意
味
や
や
り
が
い
、

未
来
に
何
が
残
せ
る
か
？
今
だ
か
ら

わ
か
る
疑
問
の
洗
い
出
し
を
し
ま
す
。

日
頃
地
域
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

は
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

         

【
宮
城
地
区
の
び
ゆ
く
子
ど
も
の
集

い
に
参
加
】
５
月
25
日
に
行
わ
れ

た
の
び
ゆ
く
子
ど
も
の
集
い
に
、

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
と
各
部
会

の
活
動
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

沢
山
の
子
供
や
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

                   

 

地
域
づ
く
り
交
流
会
の
一
年
の
事

業
報
告
会
を
３
月
２２
日
宮
城
公
民

館
に
て
行
い
ま
し
た
。 

 

三
部
会
の
部
会
長
さ
ん
が
、
ス
ラ

イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
用
い
て
一
年
の
行

事
を
説
明
し
た
後
、
事
例
発
表
と
し

て
南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議

会
自
然
環
境
部
会
長 

宮
本
吉
郎
様

が
「
赤
城
白
川
ま
つ
り
」
の
取
り
組

み
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
多
く

の
市
民
が
ご
み
拾
い
を
行
い
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
自
然
観
察
会
を

行
い
、
参
加
賞
と
し
て
焼
き
そ
ば
や

飲
み
物
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
７００
食

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
参
加
人

数
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

          

鼻
毛
石
町
の
す
ず
り
石
と
兜
石 

鼻
毛
石
町
八
幡
神
社
の
拝
殿
前
に
、

深
さ
１５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
判
型
の

穴
の
あ
る
安
山
岩
の
巨
石
が
あ
る
。

こ
の
石
が
源
義
家
伝
説
の
「
す
ず
り

石
」
で
あ
る
。
義
家
は
頼
義
の
長
子

で
、
京
都
の
岩
清
水
八
幡
宮
で
元
服

し
た
の
で
八
幡
太
郎
と
呼
ば
れ
た
。 

後
三
年
の
役
で
藤
原
家
衡
を
滅
ぼ
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
陸
奥
へ
赴

く
途
中
、
通
り
か
か
っ
た
こ
の
地
で
、

多
数
の
村
人
が
兵
士
と
し
て
志
願
し

た
の
で
、
こ
の
穴
の
水
で
墨
を
す
り
、

名
簿
を
作
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

義
家
は
立
派
な
武
将
だ
け
で
な
く
、

和
歌
も
た
し
な
む
文
化
人
で
も
あ
っ

た
。
朝
廷
が
私
闘
と
し
て
認
め
な
か

っ
た
後
三
年
の
役
の
武
将
の
功
績
に

対
し
、
私
財
を
処
分
し
褒
美
を
与
え

た
と
い
う
逸
話
や
、
衣
川
の
戦
い
の

阿
部
貞
任
と
の
逸
話
か
ら
も
そ
の
人

柄
が
偲
べ
る
。
な
お
、、
河
原
浜
町
と

の
境
界
近
く
の
畑
中
に
、
義
家
が
脱

い
だ
兜
を
置
い
た
と
い
う
伝
説
の
兜

石
も
あ
り
、
今
で
も
所
有
者
の
住
谷

さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る 

２５
年
度 

地
区
内
報
告
会
開
催
す
る 

【櫻井福祉交流会部会長の発表風景】 

 地域づくり交流フェスタ 2014 のお知らせ 
 ◇日時：６月２２日（日）９：３０～１６：００ 

◇場所：前橋市総合福祉会館 

内容：  

◆地域づくり“進歩”ジウム 

◆地域づくり分科会（オープンガーデンによる地域活性化 他） 

◆手をつなごう！地域×ＮＰＯ×企業 パートナーシップのチャンス 

◆みやぎ地域づくり交流会 活動パネル展 他 

 

（
部
会
員 

五
百
部 

記
） 

【 

宮
城
地
区
石
の
伝
説 

⑧ 

】 


